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第 24 号

12月定例議会

平成15年

２月10日

一般質問　村の姿勢を問う (９ページ)

大河原小６年生　議会傍聴記 (10～11ページ)

市町村合併視察研修報告 (12～13ページ)

聞きたい 知りたい みんなの声 (15ページ)

おもな内容

読者シリーズ

(２～５ページ)

▲つる舞う形の群馬県♪　第33回昭和村子ども会上毛かるた大会より



2

６月定例会�

初
議
会
を
開
催

第12期村議会議員の初議会となった12月定例会は、12月12日（木）から
18日（水）の７日間の会期で開催しました。
前号でお知らせした議長・副議長選挙、議員構成の他、一般会計補正予算

を含む議案18件、承認１件が上程され、原案のとおり可決しました。
最終日には、大河原小学校６年生が傍聴に訪れる中、一般質問が行われ、

１名が登壇しました。

お詫びと訂正 しょうわ議会だより第23号臨時号で、議会運営委員会副委員長が横坂幸也議員となっておりました
が、正しくは藤井富夫議員です。お詫びと訂正を申し上げます。

市町村合併問題 農業集落排水事業 赤城西麓土地改良事業 総 合 開 発

委員長
澤浦　誉由
副委員長
�橋幸一郎
外 議員全員

委員長
石井　清司
副委員長
保坂　初次
外 議員全員

委員長
金井　正夫
副委員長
堤　　盛吉
外 議員全員

委員長
横坂　幸也
副委員長
藤井　富夫
外 議員全員

議　長

副議長

産業建設常任委員会 民生文教常任委員会 総務常任委員会 議会運営委員会

議　会　構　成

対 策 特 別 委 員 会
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議
会
議
員
・
村
３
役
・
教
育
長
の

期
末
手
当
が
変
更
に

平
成
15
年
度
の
期
末
手
当

を
民
間
の
支
払
い
状
況
等
を

踏
ま
え
、
３
月
期
の
期
末
手

当
を
廃
止
し
、
６
月
期
・
12

月
期
に
再
配
分
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
期
末
手
当

の
割
合
は
、
３
月
期
は
０
月

に
、
６
月
期
が
２
・
０
５
月

か
ら
２
・
２
５
月
に
、
12
月

期
が
２
・
１
０
月
か
ら
２
・

４
０
月
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

村
職
員
の
給
与
を
引
き
下
げ

公
務
員
給
与
の
改
定
勧
告

に
よ
り
、
村
職
員
の
給
与
の

基
本
給
の
俸
給
表
を
改
定

し
、
平
均
２
・
０
％
を
引
き

下
げ
ま
す
。

扶
養
手
当
で
は
、
配
偶
者

分
の
支
給
月
額
１
万
６
千
円

か
ら
１
万
４
千
円
に
引
き
下

げ
、
３
人
目
以
降
の
子
ど
も

交
通
指
導
員
の
手
当
は
、

現
状
で
は
、
火
災
及
び
災
害

介
護
予
防
拠
点
施
設
「
元

気
の
家
」
の
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
つ
い
て
、
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

「
元
気
の
家
」
の
管
理
は
、

こ
の
組
合
は
、
沼
田
市
・

白
沢
村
・
川
場
村
・
本
村
の

も
や
せ
る
ゴ
ミ
、
し
尿
を
共

同
処
理
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
も
や
せ
な
い
ゴ
ミ
、
資

源
ゴ
ミ
も
共
同
処
理
を
行
う

た
め
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

建
設
を
行
う
た
め
に
規
約
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

負
担
金
の
割
合
は
、
建
設

費
・
維
持
管
理
費
と
も
に
、

沼
田
市
が
75
％
、
三
村
が

25
％
で
す
。

三
村
負
担
分
25
％
の
う

ち
、
三
村
の
負
担
割
合
は
、

人
口
割
45
％
、均
等
割
10
％
、

搬
入
割
45
％
に
な
り
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
と
と
も
に
教

育
委
員
会
で
行
い
ま
す
の

で
、利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

村
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

分
担
金
の
納
付
方
法
は
、

今
ま
で
、
初
年
度
に
５
万
円

を
納
付
し
、
残
金
は
４
年
以

内
に
分
割
納
付
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
一
括
で
２
５
万
円

を
納
付
し
た
い
と
い
う
声
が

あ
っ
た
た
め
、
一
括
納
付
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
各
種
団
体
・
各
地
区
で

催
し
物
を
開
催
す
る
場
合
、

交
通
事
情
の
現
状
か
ら
、
交

通
指
導
員
の
派
遣
要
請
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
回
数
も
多
く
、
交
通

指
導
員
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
出
勤
手
当
の
支
給

に
、
そ
の
他
の
依
頼
を
受
け

た
交
通
指
導
を
加
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

の
支
給
月
額
３
千
円
を
５
千

円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

期
末
勤
勉
手
当
は
年
間

４
・
７
月
か
ら
４
・
６
５
月

に
引
き
下
げ
ま
す
。

ま
た
、
３
月
期
の
期
末
手

当
を
廃
止
、
６
月
期
・
12
月

期
に
再
配
分
し
ま
す
。

（
挙
手
多
数

反
対
１
）

交
通
指
導
員
の
手
当
を
引
き
上
げ

（
全
員
賛
成
）

元
気
の
家
・
条
例
を
制
定

（
全
員
賛
成
）

組
合
規
約
を
変
更

〜
沼
田
市
外
三
箇
村
清
掃
施
設
組
合
〜

（
全
員
賛
成
）

戸
別
浄
化
槽

分
担
金
納
付
方
法
を
変
更

（
全
員
賛
成
）

1
問
い
合
わ
せ
先

昭
和
村
教
育
委
員
会

０
２
７
８
（
２
４
）
５
１
２
０
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第
１
保
育
園
設
計
委
託
料
な
ど

４
千
６
０
４
万
８
千
円
を
増
額

（
全
員
賛
成
）

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４

千
６
０
４
万
８
千
円
を
増
額

し
、
総
額
３
９
億
５
千
３
６

９
万
１
千
円
に
な
り
ま
し

た
。主

な
内
容
と
し
て
は
、
第

１
保
育
園
改
築
に
伴
う
設
計

委
託
料
を
は
じ
め
、
南
小
学

校
に
学
童
保
育
所
を
設
置
す

る
た
め
余
裕
教
室
の
改
修
を

す
る
こ
と
や
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
盤
強
化

事
業
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

一
般
会
計

国保会計
５００万円を増額
歳入・歳出それぞれ500万円を増

額し、総額８億680万７千円となり
ました。

簡水会計
５４４万５千円を増額
歳入・歳出それぞれ544万５千円

を増額し、総額３億9055万３千円と
なりました。

農集排会計
８０８万４千円を増額
歳入・歳出それぞれ808万４千円

を増額し、総額７億4029万１千円と
なりました。

補
正
予
算

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

市町村合併の強制と小規模市町村の権
限縮小を行わないこと及び地方交付税
の機能堅持、必要な総額確保等に関す
る意見書

・市町村合併は自主的に行うものであり、強制

しないこと

・人口が一定規模に満たない市町村を「小規模

市町村」と位置づけ、その権限を制限・縮小

することは、絶対に行わないこと

・税源移譲等により、町村財源の充実確保を図

ること。国庫補助負担金の廃止・縮減を先行

実施するなど、単なる地方への負担転化は絶

対に行わないこと

・地方交付税の持つ財政調整機能・財源保証機

能を堅持するとともに、必要な総額を確保す

ること。

平成14年12月18日
昭和村議会

登録農薬の適用拡大に
関する意見書

・広範囲の作物への使用可能な、かつ適用範囲の
広い農薬の登録促進の強化と農薬メーカーの経
営採算に合わないとされる農薬の開発について
は、国の支援措置を講ずること。

・限られた地域で栽培され、作付け面積の少ない
作物を対象にした農薬登録については、農薬そ
のものの適用を拡大すること。

・適正な農薬使用に対する消費者の理解を向上さ
せるための対策を講ずること。

平成14年12月18日
昭和村議会

ＷＴＯ農業交渉等に関する意見書
・多様な農業の共存と言う我が国提案の基本を達
成出来るよう、農業の多面的機能などの「非貿
易的関心事項」が配慮された約束の基準を確立
すること。

・アメリカやケアンズ諸国の提案を断固拒否する
とともに、ＭＡ制度の是正を含む見直しを実施
し、米の総合的な国境調整措置を堅持すること。

・ＷＴＯ農業交渉、生産者だけの課題ではなく、
国民的な課題であることから、理解促進のため
の対策を積極的に展開すること。

「自由貿易協定について」
・農林水産物については、品目ごとの事情を十分
に検討し、国内の関係品目に影響が生じないよ
う対応すること。

・食糧自給率の極端に低い現状や将来の食糧需給
に関する国民の懸念に十分配慮し対応すること。

平成14年12月18日
昭和村議会

群馬大学教育学部の存続を
求める意見書
・群馬県における教育者育成、地域に密着した

教育研究の拠点として、群馬大学教育学部を

存続させること。

平成14年12月18日
昭和村議会
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公
平
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
加
藤
芳
夫
さ

ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
57
年

12
月
か
ら
平
成
６
年
12
月
ま

で
村
議
会
議
員
と
し
て
３
期

活
躍
さ
れ
、
平
成
２
年
12
月

か
ら
平
成
６
年
12
月
ま
で
、

村
議
会
議
長
と
し
て
、
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て

は
平
成
11
年
１
月
よ
り
、
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
高
橋
英
一
さ

ん
、
倉
沢
つ
か
さ
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
61
年

に
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

し
て
、
児
童
の
教
育
に
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

倉
沢
さ
ん
は
、
平
成
10
年

か
ら
体
育
指
導
員
と
し
て
、

ま
た
昭
和
村
若
妻
会
連
絡
協

議
会
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
二
人
に
は
、
今
後
も
児

童
生
徒
の
教
育
の
充
実
の
た

め
、
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

・
専
決
処
分

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏

振
興
整
備
組
合
規
約
の
変

更
・
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

・
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の

機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職

員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
昭
和
村
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
一
部
変
更

全
員
賛
成
で
、

原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

加
藤
芳
夫
氏

高
橋
英
一
さ
ん

倉
沢
つ
か
さ
さ
ん

公
平
委
員
会
委
員
に

加
藤
芳
夫
さ
ん
が
再
任

議
会
議
員
の
改
選
に
伴

い
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

に
澤
浦
誉
由
議
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

澤
浦
議
員
は
、
平
成
10
年

か
ら
監
査
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
村
の
会
計
の
監
視

役
と
し
て
期
待
し
て
い
ま

す
。

澤
浦
誉
由
氏

監
査
委
員
に

澤
浦
誉
由
議
員

そ
の
他
の
議
案

議
会
日
程

12
日
　

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

総
合
開
発
特
別
委
員
会

赤
城
西
麓
特
別
委
員
会

農
集
排
特
別
委
員
会

市
町
村
合
併
特
別
委
員
会

13
日

総
務
常
任
委
員
会

14
〜
15
日

休
会

16
日

民
生
文
教
常
任
委
員
会

17
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

18
日

本
会
議

市
町
村
合
併
特
別
委
員
会

12
月
定
例
会

１
月
29
日
午
前
９
時
30
分
よ
り
開
催
。

人
事
案
件
２
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

高
橋
　
英
一
さ
ん
（
常
木
）

倉
沢
つ
か
さ
さ
ん
（
入
原
）

臨
時
議
会
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総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

本
委
員
会
は
12
月
13
日
に

役
場
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。請

願
陳
情
の
審
査
で
は
、

国
民
本
位
の
税
制
改
革
で
景

気
回
復
を
求
め
る
請
願
書
に

つ
い
て
、
実
際
に
趣
旨
は
理

解
出
来
る
が
、
全
体
の
状
態

を
考
え
る
と
も
う
少
し
慎
重

な
審
議
を
要
す
る
と
し
て
継

続
と
し
ま
し
た
。

利
根
沼
田
広
域
圏
市
町
村

合
併
に
関
す
る
請
願
書
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
は
結
論

が
出
て
い
な
い
が
、
本
村
は

資
料
提
供
等
進
め
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
市
町

村
合
併
問
題
対
策
特
別
委
員

会
と
協
議
を
す
る
と
し
継
続

と
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
攻
撃

計
画
の
中
止
を
求
め
る
と
共

に
有
事
法
制
関
連
法
案
に
反

対
す
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、

日
本
と
し
て
重
大
な
問
題
で

あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
関
わ

る
問
題
で
も
あ
り
、
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
継
続
と
し
ま
し
た
。

国
民
本
位
の
公
共
事
業
の

推
進
と
県
内
の
国
土
交
通
省

出
先
機
関
の
執
行
体
制
等
の

拡
充
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い

て
は
、
慎
重
な
審
議
が
必
要

と
し
て
継
続
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
所
管
事
項

の
村
営
住
宅
に
つ
い
て
審
査

会
を
設
立
し
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
・
山

荘
の
利
用
状
況
等
は
、
ま
ず

ま
ず
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

本
委
員
会
は
12
月
16
日
に

役
場
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。請

願
陳
情
の
審
査
で
は
、

群
馬
大
学
教
育
学
部
の
存
続

を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

は
、
県
内
の
教
育
者
養
成
、

地
域
に
密
着
し
た
教
育
研
究

の
拠
点
と
し
て
採
択
し
ま
し

た
。

他
５
件
の
請
願
陳
情
等
に

つ
い
て
は
、
慎
重
な
審
議
が

必
要
と
言
う
こ
と
か
ら
継
続

と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
貝
野
瀬
地
区
に
建

設
中
の
、
知
的
障
害
者
授
産

施
設
「
星
夜
の
森
学
舎
」、

第
１
保
育
園
建
設
地
発
掘
調

査
状
況
（
旧
東
中
学
校
跡

地
）、
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
、

常任委員会のうごき

▲総務委員会より

▲昭和東学童クラブ



本
委
員
会
は
12
月
17
日

に
役
場
会
議
室
で
開
催
し

ま
し
た
。

請
願
陳
情
の
審
査
で
は
、

農
産
物
の
輸
入
が
増
加
し

て
い
る
野
菜
果
物
な
ど
の

対
中
国
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の

即
時
発
動
を
求
め
る
請
願

で
は
、
本
村
の
こ
ん
に
ゃ

く
・
野
菜
等
が
中
国
か
ら

の
輸
入
が
増
加
し
て
い
る

中
、
本
村
の
農
業
を
守
る

事
に
よ
り
全
会
一
致
で
趣

旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

安
全
対
策
に
関
す
る
要

望
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
で
は
、
本
村

の
通
学
路
11
カ
所
の
現
地

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
行

政
で
行
う
べ
き
と
こ
ろ
は

行
政
で
行
い
、
地
域
の
協

力
を
得
ら
れ
る
所
は
、
地

域
で
行
い
、
児
童
生
徒
の

通
学
の
安
全
を
早
急
に
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

し
、
全
会
一
致
で
採
択
と

し
ま
し
た
。

第
１
保
育
園
の
建
設
に

あ
た
り
、
送
迎
の
安
全
対

策
を
求
め
る
陳
情
で
は
、

現
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

早
急
に
園
児
の
安
全
を
図

る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る

と
し
、
地
元
住
民
の
生
活

道
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
現
状
か
ら
、
交
通
の

安
全
を
図
る
た
め
必
要
で

あ
る
と
し
、
全
会
一
致
で

採
択
と
し
ま
し
た
。

登
録
農
薬
の
適
用
拡
大

に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況

等
話
し
合
っ
た
結
果
、
適

用
範
囲
の
拡
大
は
必
要
と

し
、
意
見
書
発
議
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

7

▲第一保育園建設予定地発掘調査を視察

▲鹿よけネット現地調査　効果は！？

第
２
保
育
園
の
園
庭
整
備
状

況
。
昭
和
東
学
童
ク
ラ
ブ
の

事
業
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
昭
和
南
学
童
ク
ラ

ブ
は
、
平
成
15
年
４
月
８
日

開
校
予
定
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
有
効
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会
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全員協議会から

特
別
委
員
会
の
う
ご
き

利
根
沼
田
市
町
村
任
意
合

併
協
議
会
に
「
参
加
」
か

「
不
参
加
」
か
の
論
議
を
、

委
員
全
員
の
出
席
に
よ
り
行

い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
他
の
市
町
村

の
デ
ー
タ
ー
を
集
め
、
住
民

に
示
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
合
併
問
題
を
考
え
て
い

く
た
め
に
も
、
当
協
議
会
に

「
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
」、「
参
加
し
た
ら
ず
る

ず
る
と
合
併
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
」、「
法
定

協
議
会
と
は
違
い
任
意
協
議

会
で
出
入
り
自
由
な
の
だ
か

ら
、
参
加
を
し
て
、
そ
の
後
、

状
況
を
見
な
が
ら
考
え
て

は
」、
等
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
参
加
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
住
民
の
合
併
に
対
し

て
の
意
識
調
査
を
実
施
し
よ

う
と
言
う
こ
と
で
、
18
歳
以

上
の
全
村
民
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

▲研修会のようす

市
町
村
合
併
問
題

対
策
委
員
会
か
ら

利根沼田市町村
任意合併協議会に参加を決定

12月18日

１月29日

市
町
村
合
併
に
関
す
る
住

民
の
意
識
を
把
握
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
合

併
を
す
る
か
、
し
な
い
か
を

決
め
る
も
の
で
な
く
、今
後
、

村
の
方
向
を
考
え
て
い
く
と

き
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
合

併
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
を

第
１
保
育
園
建
設
が
平
成

15
年
度
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
今
ま
で
の
経
過
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
保
護
者
会
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
た
、
遊
戯
室
の
床

暖
房
に
つ
い
て
は
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
建
設
費
の

総
額
は
、
約
２
億
８
５
０
０

万
円
で
す
。

第
１
保
育
園
は
平
成
16
年

３
月
中
旬
に
完
成
予
定
で
、

平
成
16
年
４
月
か
ら
は
新
し

い
園
舎
で
の
保
育
が
始
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

参
考
と
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
２
月
上

旬
に
区
長
さ
ん
を
通
し
て
、

各
家
庭
18
歳
以
上
の
方
に
配

布
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ご
家
族
で
話
し
合
い
な
が

ら
、
昭
和
村
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

目
的
は
意
識
調
査

第
１
保
育
園
建
設
経
過
報
告

群
馬
県
総
務
部
地
方
課
よ

り
講
師
と
し
て
、
行
政
係
主

幹
星
野
恵
一
氏
を
招
き
、
群

馬
県
に
お
け
る
市
町
村
合
併

の
う
ご
き
等
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会
開
催



「
強
制
す
る
な
、
町

村
合
併
」「
切
り
捨
て
る
な
、

小
規
模
市
町
村
」「
確
保
せ
よ
、

地
方
税
源
」「
堅
持
せ
よ
、
地

方
交
付
税
」
の
４
項
目
の
決

議
に
つ
い
て
、
村
長
の
決
意

の
ほ
ど
を
聞
き
た
い
。

市
町
村
合
併
と
は
、
決
し

て
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
住
民
の
意
思
を
反
映
し

た
市
町
村
の
自
主
性
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

村
と
し
て
も
、
地
区
別
座

談
会
等
で
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
村
民

に
対
し
情
報
を
積
極
的
に
提

供
し
、
合
併
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
広
報
し
ょ

う
わ
合
併
特
集
号
、
座
談
会

に
お
い
て
も
、
合
併
し
な
い

市
町
村
の
み
が
合
併
し
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
普
通
交

付
税
が
減
額
さ
れ
る
と
は
申

し
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。

片
品
川
の
川
辺
の
浸
食

状
況
と
、
水
辺
整
備
地
や
化

石
林
の
存
在
地
の
状
況
は
。

昨
年
夏
頃
、
左
岸
の
昭
和

村
側
が
流
水
に
よ
り
崩
落

し
、
切
り
株
上
に
見
え
て
い

た
化
石
林
が
か
な
り
流
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
上
部
に
は
池
が
あ

り
、
水
が
き
れ
い
な
た
め
、

ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
や
国
蝶
「
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
」
の
成
虫
が
、

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

化
石
林
の
歴
史
的
・
文

化
財
価
値
と
保
存
対
策
は

本
村
の
化
石
林
の
よ
う
に

立
木
の
ま
ま
水
没
し
化
石
化

し
た
話
は
耳
に
し
ま
せ
ん
。

文
化
財
と
し
て
の
価
値
は

高
い
と
考
え
ま
す
。

保
存
対
策
に
つ
い
て
は
、

自
然
保
護
の
研
究
者
等
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
目
下
調

査
検
討
中
で
す
。

村
内
保
育
園
３
園
の
バ

ラ
ン
ス
、
民
間
法
人
の
財
政

状
況
も
踏
ま
え
、「
公
設
民
営

方
式
」
の
検
討
を
提
案
す
る
。

将
来
に
備
え
、
社
会
福
祉

法
人
に
変
更
す
る
準
備
を
進

め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
園
舎
は
、
築
後
３

１
年
を
経
過
し
、
か
な
り
老

朽
化
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
法
人
か
ら
改
築
の
話
は

聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

話
が
出
て
き
た
段
階
で
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
級
減
を
く
い
止
め
、

イ
ジ
メ
や
不
登
校
の
な
い
教

育
へ
、
30
人
以
下
学
級
の
実

施
を
求
め
る
。

県
で
は
、
村
が
学
級
数
を

変
更
す
る
こ
と
を
認
め
て
い

ま
せ
ん
。

学
校
長
と
相
談
し
、
補
助

員
で
対
応
す
る
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。

9

林　幸司議員

Ｑ
村
　
　
長A

Ｑ

Ｑ

教
　
育
　
長

A

全
国
町
村
長
大
会
「
緊
急
重
点
決
議
」

村
長
の
決
意
は

一般質問

化
石
林
の
保
護
を

▲化石となった樹木　約10万年前のもの

教
　
育
　
長

A

公
設
民
営
で
の

子
育
保
育
園
の

改
築
は

30
人
以
下
学
級
の

実
施
を

Ｑ
教
　
育
　
長

A

Ｑ
村
　
　
長A
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大
河
原
小
６
年
生
が

議
会
を
見
学

大
河
原
小
学
校
６
年
生
が
、
12
月
定
例
会
最
終
日
に
傍
聴
に
訪

れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
議
場
の
雰
囲
気
に
、
み
ん
な
緊
張
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
が
、
真
剣
な
表
情
で
議
会
の
進
行
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

▲初めての議会に少し緊張ぎみ！？

議
会
を
見
て
い
て
学
校
の
こ
と
や
赤
城

山
の
こ
と
と
か
地
域
の
こ
と
を
話
し
合
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
議
会
の

雰
囲
気
や
進
め
方
が
わ
か
り
ま
し
た
。
知

っ
て
い
る
議
員
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

林　 駿一
くん

議
員
さ
ん
に
は
、
一
人
一
人
番
号
が
つ

い
て
い
て
、
議
場
に
入
る
時
と
出
る
時
、

礼
を
し
て
い
ま
し
た
。
議
長
さ
ん
の
所
に

は
、
そ
ば
に
飲
み
物
が
置
か
れ
て
い
て
、

議
会
に
も
休
憩
時
間
が
あ
る
の
だ
な
ぁ
と
、

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

見城 貴幸
くん

議
会
で
ど
ん
な
こ
と
を
話
し
合
う
の
だ
ろ

う
と
い
う
事
を
考
え
な
が
ら
向
か
い
ま
し
た
。

話
し
合
っ
て
い
た
こ
と
は
、
合
併
の
事
、

化
石
林
の
事
、
保
育
園
改
築
の
事
な
ど
で

し
た
。
私
が
こ
の
中
で
一
番
気
に
な
っ
て

い
た
事
は
、
合
併
の
事
で
す
。
合
併
は
強

制
的
に
は
や
ら
な
い
と
聞
い
て
安
心
し
ま

し
た
。
見
学
に
行
っ
て
、
社
会
の
事
が
少

し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

星野 菜穂
さん

議
場
に
入
っ
た
と
た
ん
、
静
か
だ
っ
た

の
で
緊
張
し
ま
し
た
。化
石
林
の
話
で
は
、

林
議
員
さ
ん
と
村
長
さ
ん
が
意
見
交
換
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
議
長
さ
ん
が
、

林
議
員
さ
ん
に
、「
も
ち
時
間
が
、
き
れ
ま

し
た
。」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、「
も
ち

時
間
が
あ
る
の
だ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

根岸 茜
さん

国
会
の
小
さ
い
版
み
た
い
で
し
た
。
討

加藤 潤
さん

議
長
さ
ん
が
議
員
さ
ん
を
、
〜
君
と
呼

ん
で
い
て
、
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。
他
に

い
ろ
い
ろ
の
事
を
聞
き
ま
し
た
。
見
学
を

し
て
、
議
員
さ
ん
は
、
僕
達
の
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
働
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

論
の
進
め
方
が
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
す
ご

い
な
ぁ
。
と
思
い
ま
し
た
。
話
は
長
か
っ

た
け
ど
、
説
明
が
詳
し
く
て
分
か
り
や
す

か
っ
た
で
す
。

見
学
に
行
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

石井 孝和
くん

議
場
は
国
会
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
み
た
い

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
議
長
さ
ん
に
何

番
議
員
と
呼
ば
れ
た
ら
前
に
出
て
意
見
な

ど
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
合
併
の
話
が

出
て
、
合
併
し
な
い
で
ほ
し
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
の
村
は
ど
う
な
る

か
？
と
か
も
議
会
で
決
め
る
の
か
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
議
会
は
ど
ん
な
も
の
な
の

か
分
か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

江田 彩香
さん
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議
会
が
始
ま
る
と
最
初
に
、
説
明
・
反

対
意
見
・
賛
成
意
見
と
い
う
感
じ
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
学
級
で

の
話
し
合
い
み
た
い
に
遅
く
な
く
、
と
て

も
速
い
の
に
、
１
時
間
以
上
も
か
か
る
こ

と
が
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
議
会
は
、

村
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
大
事
な
会
議
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

金子 睦実
さん

議
会
は
予
想
し
て
い
た
所
と
だ
い
た
い

同
じ
で
し
た
。
話
を
聞
い
て
い
た
ら
、
あ

る
と
こ
ろ
を
、
繰
り
返
し
話
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
話
の
内
容
が
、
難
し

か
っ
た
で
す
。
話
の
流
れ
が
速
く
て
追
い

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

松崎 智史
くん

議
員
さ
ん
が
村
や
小
学
校
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
て
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
初
め
に
合
併
に
つ
い
て
話
し
合
っ

吉澤 大
くん

て
い
て
、
ぼ
く
は
、
合
併
し
た
ら
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
小
学
校
の

こ
と
を
教
育
長
さ
ん
が
議
員
さ
ん
に
答
え

て
い
ま
し
た
。
議
会
が
見
学
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。

柳岡　 梓
さん

議
場
に
は
、
赤
く
て
大
き
い
じ
ゅ
う
た

ん
が
ひ
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ス
ゴ
イ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
議
員
さ
ん
の
名
前
の
書

い
て
あ
る
札
が
あ
っ
て
、「
固
定
さ
れ
て

い
る
の
か
」
と
思
い
ま
し
た
。
内
容
は
市

町
村
合
併
や
小
中
学
校
の
様
子
な
ど
が
あ

っ
た
の
で
関
心
を
も
っ
て
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

木村沙也華
さん

議
員
さ
ん
た
ち
の
様
子
は
、
真
剣
な
と

こ
ろ
や
、
和
や
か
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
内
容
は
、
市
町
村
の
合
併
や
、
学
校

関
係
の
こ
と
な
ど
で
し
た
。
で
も
、
議
員

さ
ん
の
話
し
が
早
く
て
、
あ
ま
り
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
気
づ
い
た
こ
と
は
、
女

の
議
員
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

伊藤 友香
さん

私
は
、
見
学
し
て
い
る
時
、
少
し
緊
張

し
て
い
ま
し
た
。
議
会
の
雰
囲
気
が
と
て

も
静
か
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
議
長
が

「
何
々
議
員
」
と
言
っ
て
、
自
分
の
名
前

を
よ
ば
れ
た
ら
、
前
に
出
て
意
見
を
発
表

し
て
い
て
、
議
会
が
ど
ん
な
流
れ
で
進
む

の
か
わ
か
り
ま
し
た
。

私
が
知
ら
な
か
っ
た
村
の
事
が
た
く
さ

ん
出
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
村
が
、
ど
ん

な
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
か
が
少
し
で
も
わ
か

っ
た
の
で
、い
い
見
学
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小林みゆき
さん

議
場
に
入
る
と
、
国
会
の
縮
小
版
と
思

い
ま
し
た
。
議
会
が
始
ま
る
と
、
わ
か
ら

な
い
言
葉
が
色
々
出
て
き
ま
し
た
。
発
言

が
終
わ
っ
た
後
に
、
議
員
さ
ん
が
、
声
を

あ
わ
せ
て
、「
異
議
な
し
。」
と
言
う
と
こ

ろ
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

吉野 泰広
先生

児
童
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
、
村
議
会
が
果
た
す
役
割
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
｡
村
議

会
選
挙
の
際
に
は
、
保
護
者
と
一
緒
に
投

票
所
に
出
掛
け
、
村
政
に
自
ら
の
意
志
を

表
す
親
の
姿
や
本
当
の
選
挙
の
様
子
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
携
わ
る
人
た
ち
の
真

剣
な
態
度
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ゆ

え
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
さ
ん
た
ち
を
興

味
深
く
見
学
で
き
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
関
心
が
高
く
、
こ

の
件
の
議
事
に
つ
い
て
は
真
剣
に
聴
い
て

い
た
よ
う
で
し
た
。

林 沙耶佳
さん

議
場
に
入
っ
て
一
番
に
、
広
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
い
る
と
市
町

村
合
併
や
化
石
林
な
ど
の
こ
と
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
難
し
い
言
葉
を
言
っ

て
い
た
り
、
次
に
進
む
の
が
早
か
っ
た
り

し
ま
し
た
。
議
員
さ
ん
た
ち
は
、
す
ご
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

阿部 桜
さん

初
め
に
見
た
感
じ
は
、
名
前
の
書
い
て

あ
る
板
が
あ
る
な
ど
、
国
会
に
似
て
い
て
、
予

想
し
て
い
た
話
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
か
ら
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議会視察研修報告
市町村合併問題対策特別委員会視察研修は１月23日（木）24日（金）

の１泊２日で山梨県の小淵沢（こぶちざわ）町（峡北地域）と南アルプス
市合併協議会（峡西地域）にて行ないました。

〈小淵沢町の歴史〉

先土器時代…約１万年前人が住み始める

縄文時代…町内で発見された60ヶ所以上の遺跡が示すよう

に多くの人々が生活

鎌倉～戦国時代…武田氏の支配を受けるようになる

江戸時代…新田や堰の開発が盛んに行なわれ、徐々に村の形

が整えられる。

明治27年…小淵沢村、篠尾村の誕生

昭和29年３月31日…両村が合併して小淵沢町誕生

昭和51年…中央自動車道「小淵沢インター」完成

昭和61年…国民体育大会「かいじ国体」馬術競技会開催

昭和63年…ＮＨＫ大河ドラマ「武田信玄」ロケ

平成12年…「葵徳川三代」ロケ

平成13年…「利家とまつ」ロケ

平成14年…「武蔵 MUSASHI」ロケ

平成13年…「市町村合併検討会」設置、住民アンケート実施

平成14年…「市町村合併委員会」設置、住民アンケート実施

「峡北地域合併協議会に加わらない決議書」提出

〈南アルプス市合併協議会の歴史〉

中巨摩郡の西部、釜無川右岸に広がる御勅使川

の扇状地とその上流部の南アルプス山系からな

る古くは水に苦しんだ干ばつ地帯であったが上

水道、土地改良事業により飲用水、農業用水が

確保された。

・峡西青年会議所が昭和53年創立以来合併につ

いての調査“研究”広報活動を積極的に推進

・平成９年７月17日「峡西地域市制推進協議会」

設立

・平成10年12月10日合併協議会設置。請求書

を提出

有効署名（告示数21,608）を添えて、６町村

長に対して直接請求（住民発議）を行なった

・平成14年10月17日合併協定調印式

・平成15年４月１日新市（南アルプス市）誕生

▲小淵沢町を訪問
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今回の視察目的であります、市町村合併の取り組

み方について両極端の勉強をさせていただき熱心に

聞き入る議員の目の輝きが特に印象的でありました。

トップ（首長）の強力なリーダーシップで自主財

源の確保に努め「小さくても、自立できる小淵沢町」

を目指す鈴木町長。住民発議というスタイルから出

発し、生活圏のつながりの強い南アルプス市合併協

議会。

本村でも平成15年１月10日に任意合併協議会への

参加が決定され、住民アンケートも実施されること

になりましたが、合併のメリット、デメリットを村

民の皆様に充分に理解していただき、村の将来への

決断を民主的に決定することが望まれます。

小 淵 沢 町

人　　　口（人）

世 帯 数（地帯）

総 面 積（km2）

６ , ０ ７ ８

２ , ２ ５ ６

３ ３ . １ ４

２ . １ ４

７ . ６ １

１ ８ . ６ ０

３ , ５ ４５ , ４ ４３

３ , ３ ４９ , ２ ２１

０ . ５ ２３

６６

１６

２８ , ８ ６８ , ８ ５４

２７ , ８ １０ , ７ １８

０ . ４ ０３

６５３

９５→３０

４ , ６ ４６ , １ ６０

４ , ３ ０５ , ７ ０８

０ . ２ ５６

１００

１６

・稲作、花卉、高原野菜など
中心とした農業

・精密、バイオ関連企業
・高原リゾートとしての観光
業

・モモ、スモモ、サクランボ
などの果樹産地

・甲西工業団地
・南アルプスの観光

・こんにゃく、高原野菜、施
設園芸などの農業村

・精密関連企業
・商工業
・観光、昭和の森、りんご狩り

・鈴木町長のリーダーシップ

による行政改革で基準財政

収入額の伸び率は山梨県で

トップとなり全国の自治体

から元気な町として注目さ

れている

（勤務評価、ISO14001、入

札制度）

・甲府市のベットタウン

持家制度等による住宅施

策の推進により人口増加

率4,15％となっている

・大規模小売店舗は13店舗

が出店している

・農業を中心とした村

日本一のこんにゃく生産

地と河岸段丘

７ １ , １ ２ ４

２ ２ , １ ９ ３

２ ６ ４ . ０ ６

１ ４ . ３ １

３ １ . ６ ２

１ ９ ３ . ３ ６

７ , ９ ８ ６

２ , １ １ １

６ ４ . １ ７

２ . ０ ６

２ ６ . ３ １

１ ０ . ０ ４

土　　地

利用状況

（km2）

宅　地

農　地

山林等

決算状況
（千円）

歳入

歳出

南アルプス合併協議会 昭　　和　　村

産　　　　　業

財 政 力 指 数

職 員 数（人）

議 員 数（人）

特　　　　　徴

※財政力指数…１に近いほど財務力があり財務内容が良いとされ一般的には地方税の指標となる
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自：平成14年11月８日
至：平成14年12月９日

受　理
年月日

件　　　　　　　名
陳情者の
住所・氏名

紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

審議結果
受理
番号

Ｈ14.11. 8１
輸入が増加している野菜・果物など農
産物の対中国セーフガードの即時発動
を求める請願

利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎

他１名
林　幸司 産　建 趣旨採択

Ｈ14.11. 8２
国民の主食・米の生産を守り、国民に
安定供給をはかる米政策の実現を求め
る意見書

利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎

他１名
林　幸司 産　建 趣旨採択

Ｈ14.11. 8３ 中小業者の営業とくらしを守り、地域
経済復興を図る請願

利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎

他１名
林　幸司 産　建 継　　続

Ｈ14.11. 8４ 国民本位の「税制改革」で景気回復を
求める請願

利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎

他１名
林　幸司 総　務 継　　続

Ｈ14.11. 8５
物価スライドの凍結解除による年金の減
額をはじめ、年金制度の改悪に反対し、
最低保障年金制度の創設を求める陳情書

利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎

他１名
林　幸司 民　文 継　　続

Ｈ14.11. 8６ 住民基本台帳ネットワークの凍結に関す
る請願

利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎 林　幸司 民　文 継　　続

Ｈ14.11. 8７ 利根沼田広域圏市町村合併に関する請願 利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎 林　幸司 総　務 継　　続

Ｈ14.11. 8８ 介護保険制度の充実を求める請願
利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎

他１名
林　幸司 民　文 継　　続

Ｈ14.11. 8９
アメリカのイラク攻撃計画の中止を求
めるとともに有事法制関連法案に反対
する陳情書

利根沼田大運動実行委員会
代表委員　木村朝次郎

他１名
林　幸司 総　務 継　　続

Ｈ14.11. 810 義務教育費国庫負担堅持を求める請願
全群馬教職員組合
執行委員長　萩原貞夫

他１名
林　幸司 民　文 継　　続

Ｈ14.11. 811 教育の充実を求める要請書
国民大運動利根沼田実
行委員会
委員長　木村朝次郎他１名

配布のみ

Ｈ14.11. 1312 木製の児童生徒用机・椅子等の推進に
ついての要望

群馬県林務部長（林業
振興課） 他１名 配布のみ

Ｈ14.11. 2113 義務教育費国庫負担制度の現行水準の維
持に関する意見書の提出についての陳情

群馬県教職員組合
執行委員長　磯　奉一 民　文 継　　続

Ｈ14.11. 2114
国民本位の公共事業の推進と県内の国土
交通省出先機関の執行体制等の拡充を求
める陳情書

国土交通省全建設労働組合
関東地方本部群馬県協議会
議長　渡辺　万善男

総　務 継　　続

Ｈ14.11. 2615 群馬大学教育学部の存続を求める陳情書 全群馬退職教職員の会
会長　田部井三郎他１名 民　文 採　　択

Ｈ14.11. 2616 安全対策に関する要望書 昭和村ＰＴＡ連絡協議会
会長　堤　裕順 産　建 採　　択

Ｈ14.11. 2617 ＷＴＯ農業交渉等に関する意見書の採択
と提出について（要請）

利根沼田農業協同組合
代表理事組合長　大嶋　正 産　建 採　　択

Ｈ14.12.  918 第１保育園の建設にあたり、送迎の安全
対策を求める陳情書

第１保育園保護者会
会長　青木敏二　他３名

小野一男
林　幸司 産　建 採　　択



合
併
問
題
は
難
し
い
で
す

ね
、
村
の
収
入
の
半
分
に
当

た
る
地
方
交
付
税
を
減
ら
さ

れ
て
は
合
併
す
る
方
向
に
考

え
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま

す
し
、
国
も
税
収
が
上
が
ら

な
い
の
で
地
方
交
付
税
を
減

ら
し
て
経
費
の
節
約
と
い
う

方
向
で
す
よ
ね
、
パ
ソ
コ
ン

の
普
及
に
よ
り
事
務
能
力
が

上
が
り
少
人
数
で
も
対
応
出

来
る
所
は
経
費
の
削
減
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
教
育
、
産
業
、
文

化
、
建
設
な
ど
部
門
に
分
か

れ
て
充
分
に
話
し
合
い
合
併

す
る
と
し
た
ら
、
沼
田
市
方

面
か
ま
た
、
利
根
村
、
赤
城

村
方
面
と
両
方
か
ら
考
え
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

話
し
合
い
、
た
ぶ
ん
デ
メ
リ

ッ
ト
が
多
く
な
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
部
分
を
ど
う

補
っ
て
行
く
の
か
皆
ん
な
で

知
恵
を
出
し
合
い
、
考
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

言
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま

す
。

今
年
の
１
月
10
日
読
売
新

聞
の
群
馬
版
に
、
利
根
沼
田

９
市
町
村
で
任
意
合
併
協
議

会
設
立
の
見
出
し
で
２
０
０

５
年
３
月
ま
で
に
合
併
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
本
格
的
に

議
論
す
る
旨
の
記
事
に
、
準

備
も
し
て
い
な
い
の
に
間
近

に
台
風
が
来
る
様
な
不
安
を

感
じ
、
先
日
村
か
ら
配
布
さ

れ
た
、
市
町
村
合
併
を
考
え

る
、
冊
子
を
見
直
し
た
ら
、

県
の
合
併
に
対
す
る
考
え
方

が
、
住
民
の
参
加
の
う
え
で

考
え
方
を
把
握
し
意
見
の
反

映
で
合
併
を
決
め
る
事
が
判

り
、
も
っ
と
個
人
で
の
勉
強

が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

11
月
末
、
各
集
落
別
の
合
併

の
説
明
と
、
話
し
合
い
を
も

た
れ
た
時
、
私
達
の
集
落
で

は
二
割
に
も
達
し
な
い
出
席

者
で
し
た
が
、
他
の
集
落
で

も
同
様
な
集
ま
り
方
で
あ
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

次
の
機
会
に
は
多
数
の
方

が
参
加
さ
れ
る
事
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
村
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
は
広
域
圏
の
合
併
だ
け

に
と
ら
わ
れ
ず
に
今
ま
で
の

昭
和
村
の
良
い
と
こ
ろ
を
持

続
出
来
る
様
な
合
併
案
を
、

私
た
ち
住
民
が
選
択
出
来
る

様
、
お
骨
折
り
を
お
願
い
致

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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木
　
村
　
恵
　
一
さ
ん

吉
　
沢
　
充
　
彰
さ
ん

〝
合
併
〟
と
い
う
言
葉
を

聞
い
て
も
私
に
は
ま
だ
ピ
ン

と
き
ま
せ
ん
。
新
聞
に
よ
る

と
太
田
・
桐
生
、
万
場
・
中

里
や
渋
川
地
区
市
町
村
、
そ

し
て
利
根
沼
田
の
９
市
町

村
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
昭

和
村
も
入
っ
て
い
ま
す
。

も
し
沼
田
と
昭
和
村
が
合

併
し
た
ら
、
昭
和
村
で
な
く

ど
の
よ
う
な
名
前
の
市
に
な

る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
合
併
し
た
ら
税
金
が

高
く
な
っ
て
し
ま
う
か
不
安

で
す
。

２
０
０
５
年
ま
で
に
合
併

と
新
聞
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
具
体
的
に
私

達
村
民
と
の
話
し
合
い
が
設

け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
理
解

し
に
く
い
で
す
。

現
在
の
沼
田
市
を
見
て
み

る
と
沢
山
あ
っ
た
は
ず
の
店

が
な
く
な
り
、
公
共
の
駐
車

場
と
な
っ
て
い
る
の
が
目
に

つ
き
ま
す
。
市
の
情
勢
が
あ

ま
り
良
い
よ
う
に
は
思
え
な

い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
市
と

私
達
の
昭
和
村
が
合
併
し

て
、
今
の
状
態
よ
り
悪
く
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

合
併
問
題
は
国
の
方
針
と

聞
き
ま
す
。
私
は
、
ど
う
し

て
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
市
町

村
の
合
併
を
進
め
て
い
る
の

か
理
解
出
来
ま
せ
ん
。

多
分
、
私
の
他
に
も
合
併

を
進
め
て
い
る
理
由
を
理
解

し
て
い
な
い
方
も
い
る
と
思

う
の
で
、
そ
の
た
め
に
も
合

併
理
由
を
正
確
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
た
い
気
持
ち
で

す
。

�
　
橋
　
明
　
香
さ
ん

テーマ：合併について
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昭
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よ
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井
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８
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
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２
７
８(

24)

５
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
８(

22)

４
９
８
９

編

集
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印

刷
　
㈲

利

根

印

刷

所

1298

3日　村内バレーボール大会

8日　昭和村立第１保育園

創立30周年式典

11日　秋の道路愛護巡視

15日　第18回全国消防ポンプ操法

大会優良賞受賞祝賀会

18日　広域圏定例議員協議会

22日　第43回昭和村文化祭

23日

11 月
12日　12月定例議会

議会運営委員会

18日　議会運営委員会

総務常任委員会

民生文教常任委員会

産業建設常任委員会

昭和村総合開発対策

特別委員会

昭和村農業集落排水対策

特別委員会

赤城西麓土地改良事業対策

特別委員会

市町村合併問題対策

特別委員会

25日　昭和村障害者福祉計画策定

委員会

12 月 １　月

議会のうごき

雪
の
多
い
年
は
豊
作
と

言
い
ま
す
。
３
月
に
な
れ

ば
春
ら
し
く
な
り
、
過
ご

し
や
す
く
、
一
日
づ
つ
暖

か
く
な
り
ま
す
。

今
な
ん
と
言
っ
て
も
大
き

な
話
題
は
、
市
町
村
合
併

で
多
く
の
人
が
心
配
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
、
話
し
、
議
論

す
る
事
に
よ
っ
て
村
の
進

む
べ
き
良
い
方
向
が
出
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
村
民

一
人
一
人
が
合
併
に
関
心

を
持
つ
こ
と
が
、
良
い
村

づ
く
り
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

私
達
も
多
く
の
事
を
、
出

来
る
事
か
ら
取
り
組
ん
で

行
き
「
議
会
だ
よ
り
」
が

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
様
に
、

努
力
す
る
事
を
誓
い
、
引

き
続
き
ご
愛
読
頂
け
れ
ば
、

幸
い
で
す
。

正
雄
記

議
会
を
傍
聴
し
て

六
年
生
担
任
よ
り
、『
社

会
科
の
授
業
で
「
議
会
の
働

き
」を
学
習
す
る
の
で
す
が
、

本
会
議
を
見
学
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
』
と
の
話
が
あ

り
、
申
し
出
た
と
こ
ろ
快

く
了
承
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
会
と
い
う
重
々

し
さ
を
感
じ
て
い
た
子
供

達
は
、「
地
方
議
会
を
身
近

に
」
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。子

ど
も
た
ち
は
緊
張
し
た

顔
で
議
場
へ
、
広
さ
と
議

場
の
雰
囲
気
に
お
ど
ろ
き
、

議
員
さ
ん
、
村
長
さ
ん
を

は
じ
め
村
行
政
の
要
職
の

方
々
が
入
場
、
議
長
さ
ん

の
声
で
本
会
議
が
始
ま
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

議
案
の
一
覧
や
資
料
等
を

見
な
が
ら
、
議
場
の
配
置

や
審
議
の
進
め
方
、
国
民

全
体
か
ら
村
民
の
生
活
に

関
わ
る
幅
広
い
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
て
審
議
し
て

い
る
こ
と
を
実
際
に
見
た

り
、
聴
い
た
り
、
メ
モ
を

と
っ
た
り
し
な
が
ら
学
習

し
て
き
ま
し
た
。

見
学
終
了
時
に
は
、
議
長

さ
ん
か
ら
本
校
の
「
将
来
の

議
員
さ
ん
」
た
ち
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
子
ど
も
た

ち
の
顔
に
は
喜
び
の
笑
み

で
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
知

識
と
感
動
を
学
ん
だ
「
議
会

の
傍
聴
」で
し
た
。

大
河
原
小
学
校
　
校
長

白

井

　

博
さ
ん

5日　消防出初式

7日　議会だより編集 委員会

10日　利根沼田市町村任意合併協議会
設立総会

12日　昭和村第45回成人式

16日　村内教育関係施設等巡回調査

17日　議員研修会

20日　郡定例議長会

23日　市町村合併問題調査研究会

24日　

28日　むらづくりＩＮしょうわ講演会

29日　臨時議会

〜

〜

〜


